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● 助成金交付申請の手続き ・・・３頁

★助成金申請書類のエクセル入力版の様式を、

ＨＰに掲載しておりますので、ダウンロードして活用ください。

全国新規就農相談センターHP

https://www.be-farmer.jp/farmer/senior/

内のシニア事業ページ、「現在事業を実施されている方へ」より、

データをダウンロードして、記入をお願いいたします。

● 研修実施計画を変更するときの手続き ・・・１４頁

● 研修を中止・中断するときの手続き ・・・１９頁

● 現地確認調査等への確認のお願い ・・・２３頁

● 注意事項 ・・・２９頁
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１ 助成金の申請

助成金の申請は、次のスケジュールに沿って期日までに農業会
議に提出すること。※提出期限厳守！期限内に提出されない場
合、助成金を交付せず、採択取り消しとなります！
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提出期限

2021年4月26日（月）

提出期限

第４回募集

提出期限

2021年1月29日（金） 2021年4月26日（月）

2021年4月26日（月）

　○　2021年３月末まで最大120万円

研修機関がシニア世代の研修生に対し、就農に必要な技術・経営ノウハウなどを習得
させるための実践的な研修や外部専門家による研修等に対して助成。

研修生１人あたり
上限助成額

第１回募集

提出期限 2020年8月31日（月） 2020年12月28日（月） 2021年4月26日（月）

第２回募集

提出期限 2021年4月26日（月）2020年12月28日（月）

第３回募集

第５回募集



２ 助成金の交付申請を行う際に提出する書類

★助成金申請書類のエクセル入力版の様式を、
ＨＰに掲載しておりますので、
ダウンロードして活用ください。

①助成金交付申請書類
● 助成金交付申請書…様式第５号
● 助成金交付申請書（内訳）…様式第６号-１

・教育研修助成金の内訳…様式第６号-２
・外部講師等謝金の内訳…様式第６号-３
・旅費 の内訳…様式第６号-４
・研修実施事務費の内訳…様式第６号-５
※様式第６号-３、４、５は申請がある場合のみ
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２ 助成金の交付申請を行う際に提出する書類（続き）

②申請対象期間中の研修生の出席簿等※の写し
※ 助成対象研修日時に出席していたことがわかるもの

③申請対象期間中の研修指導者の出勤簿等※の写し
※ 助成対象研修日時に、研修場所に出勤していたことがわかるもの

④・各種資格取得に向けた講習費等（様式６号-２）

・外部講師等謝金（様式第６号-３）

・旅費 （様式第６号-４）

・研修実施事務費（様式第６号-５）

上記の申請がある場合は、その領収書の写し 5



３ 助成金交付申請書の入力(記入)順序と時期
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様式第６号-２〜５
教育研修助成⾦の内訳

↓
↓

様式第６号-１
助成⾦交付申請書(内訳)

↓ 
↓

様式第５号
助成⾦交付申請書

研修を⾏った⽇に⼊⼒(記⼊)
別途、出席簿等も記⼊

↓
↓

月に１回⼊⼒(記⼊)
代表者が記載

↓
↓

申請する回毎に１回⼊⼒(記⼊)
代表者が記載

⼊⼒(記⼊)順序 時期



４ 教育研修助成金の内訳(様式第６号－２)の記入方法
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４ 教育研修助成金の内訳(様式第６号－２)の記入方法(続き)

《助成金額計算の注意点》

◎「実践」研修は、１人から３人（研修指導者が研修を実施でき
る上限）までの受講人数で単価が変わるので注意が必要で
す。

（例１）４月１日は１３時～１７時までの間に、

１人の研修生に２時間（助成金の対象となる研修時間）の研
修を行っています。

→この場合、研修生１人の場合の単価を用いるので、

２，４００円×２時間＝４，８００円が助成金の対象金額になり
ます。 8



４ 教育研修助成金の内訳(様式第６号－２)の記入方法(続き)

（例２）４月２日は１３時～１７時までの間に、
２人の研修生に２時間（助成金の対象となる研修時間）の
研修を行っています。

→この場合、研修生２人の場合の単価を用いるので、

１，２００円×２時間 ＝２，４００円が助成金の対象金額にな
ります。

（例３）４月６日は９時～１７時までの間に、
３人の研修生に６時間（助成金の対象となる研修時間）の
研修を行っています。

→この場合、研修生３人の場合の単価を用いるので、
８００円×６時間＝４，８００円が助成金の対象金額になります。

◎「座学」研修は複数人で受講した場合でも、１人分の単価で
ある１時間当たり２，４００円で計算してください。
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４ 教育研修助成金の内訳(様式第６号－２)の記入方法(続き)

★ 注意点
◎「助成対象研修内容」において、「記載内容が少なすぎ

る」、「連日にわたって全く同じ記載が繰り返されてい
る」等と判断された場合には、該当部分の申請額をお
支払いできない場合があります。できるだけ詳細に記
載をしてください。

◎上限額である「１，２００，０００円」を、満額に近い金額
で交付申請する計画の場合は、長時間にわたる研修
が想定されますが、以下の①～③を遵守してください。
→①研修時間は原則１日８時間を超えない

②一定の休憩時間を付与する
③毎週１日以上又は４週間を通じて４日以上の休日
を確保する
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５ 助成金交付申請書(内訳）（様式第６号-１)の記入方法
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・申請額の合計額が合っているか確認してください
・鉛筆、フリクション等では記入しないでください。



６ 助成金交付申請書（様式第５号)の記入方法
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・申請額の合計額が合っているか確認してください
・鉛筆、フリクション等では記入しないでください。



６ 助成金交付申請書（様式第５号) の記入方法(続き)

★ 注意点

◎１度の申請で合計申請金額が上限額である

１，２００，０００円を超える入力がある場合、
合計額が「１，２００，０００」と自動的に表示されます。

（１）～（４）の合計や、様式第６号－１の各月申請額
の合計と計算が合わないように見えますが、最終
的に全国農業会議所で修正をしますので、そのま
ま印刷、提出してください。
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（１）+（２）＋（３）＋（４）
＝1,260,000円だが、

年間上限額は1,200,000円のため、
「1,200,000」と表示される。



● 研修実施計画の変更を行う場合の提出書類

応募申請時に提出された研修実施計画書の内容に
変更が必要となる事案が生じたとき、

下記１・２に該当する場合には、必ず変更届出書（様
式第８号）を提出してください（ただし、応募申請時から
内容が異なっていた場合は、応募書類の差し替えで対
応）。
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● 研修実施計画の変更を行う場合の提出書類（続き）

１．研修実施計画書の内容変更
（１）研修機関の情報

○ 名称、代表者、所在地が変更となる場合
※必要書類：ＪＡや各種法人（一般社団、一般財団等）は
総会資料等、協議会（任意組織）は組織運営規約の写し
等
※都道府県及び市町村は特段の添付書類は必要なし。

○ 協議会（任意組織）が法人化する場合
※必要書類：全部事項証明書

○ 研修指導者が変更、追加となる場合
※必要書類：履歴書、誓約書（様式第２号別紙１）反社会的

勢力の排除に関する誓約書（様式第２号－１）
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●研修実施計画の変更を行う場合の提出書類（続き）
（２）研修生の情報

○ 氏名が変更となる場合

※必要書類：健康保険の氏名変更手続き後の書類か健康保険
証の写し

（３）研修計画の内容

○ 研修計画に無い研修が１ヶ月の過半以上実施される場合、

または、研修期間のうち４ヶ月以上に渡って実施される場合

※必要書類：変更後の研修計画

○ 研修期間が変更（期間の延長及び短縮）となる場合

※必要書類：変更後の研修計画→「中断」の場合は再開後に
提出

注）ただし、研修期間は「中断」等の理由に関わらず、事業終
了日である令和３年３月３１日までが限度であり、年度を越
えて研修期間の延長はできないので注意してください。
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●研修実施計画の変更を行う場合の提出書類（続き）

２．研修時間の変更

助成金の対象となる研修時間（年間の総研修時間で
はない）が、

応募申請時より３０％を超えて増減する場合は必ず報
告して下さい。

なお、上記に該当しない場合であっても、変更内容
によって審査基準を満たさない恐れがある場合等本会
が必要と判断した場合は、変更届出書その他必要書類
の提出を求める場合があり、さらに、審査基準を満たさ
なくなった場合は、事業の採択を取り消します。
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「研修実施計画書変更届出書（様式第８号）



●中止を行う場合の提出書類

� 研修の中止・中断が必要となった場合には、

「研修（中止・中断・取り下げ）届出書（様式第９号）」を

速やか（原則２週間以内）に農業会議に提出する。

� 留意点：中止時点で研修時間が５０時間未満の場合、
事業要件を満たさないため助成金交付はしません。

� 取り下げは、採択決定後、研修開始日までの間に研
修が行えなくなった場合のみ該当します。なお、中止時
点で研修時間が５０時間未満で助成金の交付対象にな
らなくても「研修中止届出書（様式研第９号）」の提出が
必要です。
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「研修（中止・中断・取り下げ）届出書（様式第９号）」



●研修(中止・中断・取り下げ)届出書(様式第９号)の書き方

(記入例) 

１ 研修中止の場合

研修中止日：２０２１年１月２７日

研修中止の理由：例１ 農作業で痛めた腰の回復が

見込めないため

例２ 独立就農するため

例３ 農業以外の職に就くため

※研修生の都合により中止する場合、

その理由を証明する書類を提出してください。
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●研修(中止・中断・取り下げ)届出書(様式第９号)の書き方

(記入例) 

２ 研修中断の場合

(記入例) 
研修中断期間：２０２１年１月５日～２０２１年３月４日

研修再開予定：２０２１年３月５日

研修中断の理由：１月４日に行った肥料の搬出作業の際、
無理な姿勢で作業を続けていたところ、持
病の腰痛が悪化し、翌１月５日に病院で診
察を受けた結果、２ヶ月間の静養を言い渡
された。

※ 中断を行った場合も、助成対象研修期間は令和３年３月３１日で終了。
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１ 現地確認への協力のお願い

農業会議が、研修開始後、最低１回以上かつ原則とし
て６ヶ月ごと（初回は2ヶ月以内）、その他必要に応じて、
研修計画等の書類に記載されている内容に沿って研修
が行われているか、助成金交付申請書が適正に記載さ
れているか、証拠書類が保管されているか等について
現地確認を行います。

研修指導者の出勤簿と研修生の出席簿を確認し、次に研
修指導者、研修生への聞き取りにより、研修内容の遵守
および研修実施状況について確認します。
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２ 現地確認調査での主な確認事項

（１）書類による事業要件及び研修実態の確認

 ア 研修生の確認事項

⇒研修生の生年月日が確認できる公的書類を確認

⇒出席簿の原本で出席状況を確認

 イ 研修指導者の確認事項

⇒研修指導者の出勤状況を出勤簿などで確認

 ウ 研修内容の確認事項

⇒研修計画や研修カリキュラムなど、

該当研修生の研修内容がわかる資料を確認
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２ 現地確認調査での主な確認事項（続き）

（２）聞き取りによる研修実態の確認事項

 ア 研修への取り組み姿勢について

（研修指導者及び研修生の双方（以下、双方））

 イ 技術の習得状況について（双方）

 ウ 就農に向けた準備状況について（双方）

 エ 研修指導者の研修生に対する所見（研修指導者）

（１）（２）で確認した研修内容に基づき、研修記録簿、助成
金交付申請書が正しく記載されているかどうかを確認しま
す。併せて、出席簿や研修指導者の出勤簿、外部講師謝
金の領収書等、助成金の申請に必要な添付資料の有無
を確認します。 25



３ 就農状況調査（様式第12号）への協力のお願い

研修終了直後（研修を中止した場合を含む）、１年後、

２年後、３年後の研修生の就農等の状況について、本
会に報告いただくことが必須になっています。

報告は、就農状況調査（アンケート）への回答・返信をお
願いします。

ただし、研修終了後３年以内に就農していない場合は、
４年後、５年後の研修生の就農等の状況について、報告
をいただきます。

26

重要！ 研修終了後も対応が必要です
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就農状況調査（様式第12号）



４ 継続研修届（様式第15号）の提出

助成期間終了後、独自で追加研修を行う場合は、様式
第１５号により研修継続届を提出してください。
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� ●採択後に、次に該当する場合は、助成金の全部又は一部を交
付しません。すでに交付した助成金については、別途規定する
加算金を付加して返還を求めます。

� ① 著しく研修実施計画に即した研修が行われていないと認めら
れる場合
� ② 著しく研修の効果が認められない場合
� ③ 研修機関の都合により研修を中止した場合（天災その他や

むを得ない事情により研修の継続が不可能となった場合、又は
研修生の責めに帰すべき理由による場合を除く。）

� ④ 本会が定める内規及び事業実施にあたっての指導等に違反
したとき。

� ⑤ 虚偽の申請や報告等、本事業に関する不正が認められたと
き。

� ●関係書類一式（交付決定通知、採択決定通知、中止決定通
知）や、助成金交付申請書（内訳）に記載した領収書・明細書等
について、最後の助成金が振り込まれた日の翌年度４月１日か
ら起算して５年間保存する必要があります。
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